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JAニュース
江
津
市
川
平
町
に
あ
る
農
事
組
合
法
人
川
平
み

ど
り
（
代
表　

天
野
明
）
は
、
２
月
23
日
パ
レ
ッ
ト

ご
う
つ
に
お
い
て
第
19
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
埼

玉
県
加
須
市
の
中
森
農
産
に
経
営
を
引
き
継
ぎ
株
式

会
社
化
を
決
定
し
ま
し
た
。

川
平
み
ど
り
は
、
組
合
員
約
30
人
で
、
従
業
員

３
人
を
雇
い
水
稲
・
大
豆
な
ど
25
ha
を
栽
培
し
て
お

り
、
近
年
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不
足
に
よ

る
経
営
継
続
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

総
会
に
は
当
地
区
本
部
よ
り
佐
々
木
豊
本
部
長
と

坂
井
文
幸
営
農
経
済
部
長
が
出
席
し
、
来
賓
あ
い
さ

つ
で
本
部
長
は
「
昭
和
60
年
こ
ろ
か
ら
皆
様
方
と
は

農
業
振
興
等
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
事
組

合
法
人
設
立
に
は
準
備
段
階
か
ら
か
か
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本

日
、
ま
た
新
た
な
組

織
へ
と
進
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
農
地
を
守
り

元
気
な
組
織
で
あ
り

続
け
る
よ
う
、
新
た

な
組
織
の
中
で
Ｊ
Ａ

と
し
て
ど
の
様
な
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の

か
連
携
を
し
取
り
組

み
ま
し
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

２
月
18
日
、

浜
田
市
立
弥
栄

中
学
校
に
お
い

て
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
主

催
の
浜
田
市
内

の
企
業
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、

い
わ
み
中
央
地

区
本
部
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
当

地
区
本
部
よ
り

坂
井
文
幸
営
農
経
済
部
長
と
入
組
４
年
目
の
下

谷
佳
大
農
産
課
職
員
、
石
本
達
也
総
務
課
課
長

補
佐
が
人
事
担
当
と
し
て
参
加
し
、営
農
経
済
・

金
融
・
共
済
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
つ
い
て

説
明
し
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
仕

事
の
や
り
が
い
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
井
部
長
は
生
徒
た
ち
に
「
こ
れ
か
ら
高

校
、
大
学
な
ど
に
進
学
し
県
外
に
行
っ
た
と
し

て
も
、
い
つ
か
は
島
根
に
帰
っ
て
、
一
緒
に
地

元
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
熱
い
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
「
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
今
ま

で
以
上
に
関
心
を
持
て
た
」「
浜
田
市
に
は
い

ろ
い
ろ
な
作
物
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な

ど
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
川
平
み
ど
り
が

株
式
会
社
化
へ

浜
田
市
立
弥
栄
中
学
校
で

Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

Ｊ
Ａ
し
ま
ね

で
は
、
令
和
６
年

度
失
効
ポ
イ
ン
ト

の
一
部
を
活
用

し
、
子
育
て
支
援

組
織
を
中
心
に
寄

附
な
ど
に
よ
る
支

援
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

当
地
区
本
部

管
内
で
は
、
以
下

の
４
団
体
へ
寄
附

金
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

当
地
区
本
部
で

は
、
い
わ
み
中
央
女

性
部
と
共
に
取
り
組

ん
だ
プ
ル
タ
ブ
回
収

運
動
を
、
令
和
６
年

９
月
末
で
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
プ
ル
タ

ブ
の
買
取
金
を
活
用

し
寄
附
金
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動

お
さ
い
ふ
カ
ー
ド
失
効
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
寄
附
贈
呈

プ
ル
タ
ブ
回
収
運
動
に
よ
る
寄
付
金
贈
呈

浜田市社会福祉協議会 浜田市社会福祉協議会

公益財団法人
ヘルスサイエンスセンター島根日本赤十字社 島根県支部

江津市社会福祉協議会　

江津市社会福祉協議会

3月12日
3月12日3月12日

3月13日3月27日3月12日

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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サ
バ
缶
を
使
っ
た
料
理
教
室

～
上
府
女
性
部

エ
コ
な
手
芸
教
室

～
周
布
地
早
乙
女
サ
ロ
ン

浜
田
女
性
部
上
府

支
部
（
平
木
幸
子
支

部
長
）
は
２
月
15

日
、
上
府
三
宅
集
会

所
で
料
理
教
室
を
開

催
し
、
19
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
に

管
理
栄
養
士
の
長
野

操
子
先
生
を
お
迎
え

し
、
旬
の
白
菜
や
サ

バ
缶
を
使
っ
た
「
豚

肉
と
白
菜
の
あ
ん
か
け
中
華
丼
」「
サ
バ
の
味
噌
煮
缶

入
り
春
巻
き
」
な
ど
５
品
を
作
り
ま
し
た
。「
サ
バ
缶

は
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
る
か
ら
い
い
わ
」「
コ
ー
ル
ス
ロ
ー

サ
ラ
ダ
は
白
菜
で
も
で
き
る
の
ね
」
と
大
好
評
！
指
導

に
あ
た
っ
た
長
野
先

生
よ
り
「
高
齢
に
な

る
と
寒
い
時
期
は
特

に
新
鮮
な
魚
を
買
い

に
行
く
の
は
難
し
く

な
り
ま
す
。
買
い
置

き
が
で
き
、
手
軽
に

使
え
る
缶
詰
や
加
工

品
を
上
手
に
料
理
に

取
り
入
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

三
隅
町
の
女
性
部
ミ
ニ
グ

ル
ー
プ
周
布
地
早
乙
女
サ
ロ

ン
は
、
１
月
19
日
、
２
月
15

日
の
両
日
周
布
地
集
会
所
で

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
帽
子
」
と

「
プ
ル
タ
ブ
の
ヘ
ビ
」
の
手

芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
女
性
部
は
、

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
の
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
・
プ
ル
タ
ブ
の

回
収
運
動
を
昨
年
９
月
末
で

終
了
し
ま
し
た
。
周
布
地
早

乙
女
サ
ロ
ン
も
長
年
こ
の
活
動
に
賛
同
し
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
回
収
終
了
を
受
け
有
効
利
用
と
し
て
、
小
物
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
会
員
の
竹
下
千
代
子
さ
ん
が
講
師
と

な
り
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
麻
ひ
も
を
巻
い
た
麦
わ
ら
帽
子
に
、

プ
ル
タ
ブ
は
フ
ェ
ル
ト
で
編
ん
で
干
支
の
ヘ
ビ
に
変
身
さ
せ

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
と
て
も
可
愛

ら
し
い
作
品
で
、ブ
ロ
ー
チ
や
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
、
動
く
小
物
と
し
て
完

成
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

エ
コ
な
手

芸
を
し
て

み
ら
れ
ま

せ
ん
か
？

JA女子大学８期生は３月13日、第６回講義「椎茸駒菌植え教室」を開催し、
13名が参加しました。
営農経済部農産課の小田良平職員が講師となり、椎茸栽培には「原木」「菌床」

の２種類があることや、それぞれの栽培方法の特徴について説明しました。そ
の後電動ドリルでクヌギの原木に穴を開け、種駒と呼ばれる椎茸の菌が入った
駒菌をかなづちで打ち込む作業を体験しました。初めは使い慣れない電動ドリ
ルに戸惑った様子でしたが、慣れてくるとテンポ良く電動ドリルの音もリズミカルに作業を進めていました。
原木椎茸の栽培ポイントは、「雨が良く当たり風通しが良く、直射日光が当たらない場所選びが大事」とア

ドバイスを受け、「生えてくるのに２年も
かかるんですね。びっくり！」「たくさん
採れるよう愛情を注いで育てたい」と感
想を話していました。植菌したほだ木は
一人２本ずつ自宅に持ち帰り栽培します。
２年後の収穫がとても待ち遠しいですね。

８期生３月講座「椎茸駒菌植え体験」

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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◎
米
価
格
高
騰
に
つ
い
て

質
問
…
毎
日
の
よ
う
に
米
価
格
の
高
騰
が
報
道
さ
れ
る
が
、

米
消
費
の
維
持
拡
大
が
大
切
で
あ
る
。
今
ま
で
以

上
に
国
消
国
産
、
米
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

回
答
…
米
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
一
部
で
は
投
機
的

な
動
き
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

と
し
て
国
消
国
産
、
米
の
消
費
拡
大
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

◎
米
の
適
正
価
格
に
つ
い
て

質
問
…
生
産
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
現
在
の
価
格
で
も
適

正
価
格
と
は
思
え
な
い
。
も
っ
と
Ｊ
Ａ
と
し
て
発

信
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

回
答
…
新
聞
報
道
も
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
現
在
の
価
格

は
や
っ
と
再
生
産
が
可
能
な
価
格
に
な
っ
た
と
い

う
認
識
で
す
。
消
費
者
の
皆
様
に
も
価
格
に
対
す

る
ご
理
解
と
適
正
価
格
で
の
お
取
引
を
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
指
導
体
制
に
つ
い
て

質
問
…
営
農
経
済
渉
外
員
等
の
異
動
サ
イ
ク
ル
が
早
い
。

異
動
サ
イ
ク
ル
を
長
く
で
き
な
い
か
。

回
答
…
現
在
の
ル
ー
ル
で
は
最
長
５
年
で
人
事
異
動
と
し

て
い
ま
す
が
、
特
定
の
分
野
で
は
高
度
な
知
識
や

経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
人
事
異
動
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
し
っ
か
り
検
討
を
行
い
ま
す
。

◎
管
内
生
産
農
家
に
つ
い
て

質
問
…
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
管
内
の
生
産
農
家
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。

回
答
…
水
稲
生
産
農
家
数
は
約
１
，０
０
０
軒
、
産
直
会
員

は
７
０
０
軒
で
う
ち
出
荷
生
産
者
は
５
０
０
軒
程

度
で
す
。

◎
燃
料
価
格
の
統
一
に
つ
い
て

質
問
…
自
動
車
燃
料
事
業
の
県
域
一
体
化
に
向
け
た
検
討

の
な
か
で
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
県
内
統
一
価
格
の

設
定
が
出
来
な
い
か
。

回
答
…
統
一
価
格
の
設
定
を
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
運

送
費
等
課
題
も
あ
り
ま
す
。
自
動
車
燃
料
事
業
の

一
体
運
営
の
中
で
継
続
し
て
協
議
し
ま
す
。

◎
Ａ
コ
ー
プ
の
運
営
に
つ
い
て

質
問
…
Ａ
コ
ー
プ
や
さ
か
は
地
域
に
必
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
店
舗
で
あ
る
。
今
後
も
存
続
し
て
ほ
し
い
が
店

舗
が
無
く
な
ら
な
い
か
心
配
し
て
い
る
。

回
答
…
現
時
点
で
閉
店
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

維
持
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
様
に
は
今
後
も
ご

利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
農
機
具
の
修
理
に
つ
い
て

質
問
…
農
機
具
の
修
理
に
つ
い
て
、
浜
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
農
機
の
修
理
を
行
わ
な
い
の
か
。

回
答
…
浜
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
修
理

機
は
、
い
わ
み
中
央
営
業
所
（
金
城
）
に
持
ち
帰

り
修
理
整
備
後
納
品
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て

質
問
…
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
と
お
さ
い
ふ
カ
ー
ド
の
連
携
に

つ
い
て
、
県
外
の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
を
利
用
し
て

も
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
の
か
。

多くのご意見をいただきました

令和６年度冬期  J A座談会を開催しました
令和７年１月29日から２月25日にかけて、管内30会場でJA座談会を開催しました。
JAしまねでは、令和６年度の事業計画において「地区本部制を含む運営体制について重点項目

として現状のあり方の検討・協議を進める」としており、新たな運営体制の方向性について現時
点での検討内容をご報告しました。
皆様からいただきましたご意見・ご要望はＪＡ内で共有し、今後のJA運動に活かしてまいりま

す。参加いただきました皆様、誠にありがとうございました。

主
な
質
問
・
意
見
と
回
答

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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回
答
…
隣
接
県
の
広
島
県
・
山
口
県
・
鳥
取
県
の
す
べ
て

の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
店
舗
と
連
携
を
開
始
し
て
お

り
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
の
で
便
利
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
新
た
な
運
営
体
制
の
検
討
に
つ
い
て

質
問
…
事
業
本
部
制
で
営
農
指
導
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

畜
産
担
当
者
は
配
置
す
る
の
か
。

回
答
…
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
区
本
部
へ
営
農
部
門
を
設

置
し
、
地
域
の
特
性
・
実
情
に
即
し
た
農
業
を
振

興
し
ま
す
。

質
問
…
新
た
な
運
営
体
制
の
検
討
で
事
務
効
率
化
を
す
す

め
る
べ
き
だ
。
例
え
ば
、
購
買
代
金
明
細
通
知
書

は
毎
月
発
行
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

回
答
…
現
在
、
購
買
代
金
明
細
通
知
書
の
発
行
に
か
か
る

事
務
は
地
区
本
部
ご
と
に
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
に
お
け
る
事
務
統
一
や
効
率
化

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

質
問
…
新
た
な
運
営
体
制
を
検
討
す
る
の
は
良
い
が
、
要

員
は
減
ら
さ
ず
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
運
営
体
制
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
地
区
本
部
の

管
理
部
門
の
要
員
を
組
合
員
の
利
用
拠
点
と
本
店

に
分
配
す
る
構
想
で
す
。
支
店
・
あ
ぐ
り
店
等
の

事
業
拠
点
は
存
置
し
、
必
要
な
要
員
を
再
配
置
し

ま
す
。

質
問
…
新
た
な
運
営
体
制
の
検
討
で
支
店
・
あ
ぐ
り
店
等

の
店
舗
再
編
は
行
わ
な
い
か
。

回
答
…
新
た
な
運
営
体
制
の
導
入
を
理
由
と
し
た
支
店
・

あ
ぐ
り
店
等
の
店
舗
再
編
は
行
い
ま
せ
ん
。

質
問
…
地
区
本
部
は
残
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地
区
本
部

の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
組
合

員
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

回
答
…
地
区
本
部
は
地
域
内
の
調
整
、
組
合
員
の
意
思
反

映
・
地
域
農
業
振
興
、
行
政
対
応(

連
携)

を
担
い
ま

す
。
座
談
会
等
で
い
た
だ
く
ご
意
見
は
本
店
と
連

携
し
な
が
ら
地
区
本
部
運
営
に
反
映
し
ま
す
。

質
問
…
事
業
本
部
制
で
本
店
へ
機
能
が
集
約
さ
れ
る
と
、

支
店
で
取
り
扱
う
信
用
・
共
済
と
い
っ
た
事
業
は

ど
う
な
る
の
か
。

回
答
…
組
合
員
利
用
者
の
皆
様
と
の
接
点
で
あ
る
支
店
業

務
（
信
用
・
共
済
な
ど
）
は
今
ま
で
通
り
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

質
問
…
管
理
部
門
集
約
に
よ
り
、
職
員
の
採
用
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

回
答
…
職
員
の
採
用
は
本
店
で
一
括
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
地
区
本
部
と
し
て
も
本
店
と
連
携
し
て
人
員

確
保
に
努
め
ま
す
。

質
問
…
令
和
10
年
度
の
事
業
本
部
制
完
全
移
行
に
向
け
て

検
討
中
と
し
て
い
る
が
、
今
後
も
検
討
内
容
や
進

捗
状
況
は
都
度
説
明
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
細
か
な
内
容
は
、
今
後
事
業
部
門
別
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
討
内
容
や
進
捗
状
況
は
運
営
委
員
会
、
座
談
会

等
で
お
伝
え
し
ま
す
。

質
問
…
本
店
に
機
能
を
集
中
し
た
こ
と
で
、
地
域
に
根
ざ

し
た
Ｊ
Ａ
の
有
能
な
人
材
が
他
に
流
出
し
な
い
よ

う
、
人
事
異
動
は
特
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
課
題
で
あ
っ
た
賃
金
格
差
を
こ
の
た
び
統
一
し
ま

す
。
有
能
な
人
材
が
流
出
し
な
い
よ
う
、
働
き
方

の
希
望
に
配
慮
し
、
県
域
職
・
地
域
職
の
働
き
方

を
自
身
で
選
択
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま

す
。

◎
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
硬
貨
対
応
に
つ
い
て

質
問
…
休
日
は
硬
貨
の
入
出
金
が
出
来
な
い
。
土
日
も
硬

貨
が
使
え
る
よ
う
に
出
来
な
い
か
。

回
答
…
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
令
和

７
年
度
に
は
休
日
で
も
硬
貨
が
使
え
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

◎
昼
休
業
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
…
11
時
半
か
ら
12
時
半
が
昼
休
業
と
説
明
さ
れ
た
が

時
間
帯
の
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

回
答
…
来
店
時
間
の
事
前
調
査
を
行
い
、
昼
の
時
間
に
は

来
店
数
が
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
会

社
等
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
昼
休
み
に
も
来
店

で
き
る
よ
う
影
響
が
一
番
少
な
い
時
間
帯
を
設
定

し
ま
し
た
。

◎
店
舗
統
廃
合
に
つ
い
て

質
問
…
支
払
等
Ｊ
Ａ
口
座
を
登
録
し
て
い
る
が
店
舗
統
廃

合
に
か
か
る
変
更
手
続
き
は
全
て
Ｊ
Ａ
で
対
応
し

て
も
ら
え
る
の
か
。

回
答
…
口
座
の
変
更
手
続
き
は
、原
則
、Ｊ
Ａ
で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
一
部
の
お
取
引
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
で
代

行
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に

は
個
別
に
手
続
き
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◎
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て

質
問
…
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
名
の
メ
ー
ル
で
怪
し
い
も
の

が
あ
っ
て
開
封
す
る
の
が
怖
い
。

回
答
…
犯
罪
者
が
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者
の
貯
金
を
狙
っ
て

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
怪

し
い
メ
ー
ル
は
削
除
い
た
だ
き
、
メ
ー
ル
に
記
載

さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、

不
正
サ
イ
ト
に
は
絶
対

に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2025年４月号

サツマイモの植え付け・栽培管理についてサツマイモの植え付け・栽培管理について
〇一般的な特徴
サツマイモは作物の中では、連作障害が起きにくく、乾燥に強い作物ですが
水はけが悪い場所で、長雨などでかん水してしまうと枯死する場合もあります。
畑作の場合は黒マルチを使用するとイモの肥大や食味の向上も期待でき、定植
後の発根・活着促進、雑草の防除や収穫時のツルあげ作業なども容易となり、色々
な面で高い効果があります。

１．苗の植え付け
販売されている苗（ツル）を買うか、メリクロン苗（ウイルスフリー苗）と呼ばれるポット苗を購入して大き

めの鉢に植え替え、本葉７～８枚の時に中心の葉を摘み取って、節からツルを出させた上で、８節以上伸びたら
切り取って植え付ける方法があります。（１ポットから７～８本のツルが取れる）
切り口に近い２～３節から根が最もイモをつけやすいので、必ず２～３節は土中に埋め込みます。節を埋め込

まないと吸収根ばかりとなりイモができません。各節の葉は葉身を必ず出すように植えましょう。
うね幅80～90cm、うね高20～30cm、深さ５～10cmの溝を切って、苗を水平にして植える「水平植え」か斜めに
植える「斜め植え」が一般的です。
元肥の目安として10㎡当り成分量でチッソ30～60ｇ、リン酸40～80ｇ、カリ80～120ｇを施用します。根

は肥料成分を吸収する能力が高く、深く広く張るので施肥量が少なくてすむ作物です。

２．植え付け後の管理
植え付け後、根はのびますがツルの生育は遅いため、黒

マルチがなければ１ヶ月は除草を行います。生育が進めばツ
ルが這い地面を覆うので雑草もあまり発生しません。追肥は
基本的に行いませんが、７～８月に葉が黄色くなってきた時
は追肥します。
また、夏から秋にかけ、ツルを持ち上げてひっくり返し、

ツルの節から出た根を切る作業（ツル返し作業）を行います。
現在の品種は、節の根がイモになることがないので特に必要がありません。

３．収穫の目安（120～140日）
植え付け後、120～140日程度で収穫となります。収穫が早すぎると食味が悪く、遅すぎるとイモの形が乱れ

るので、適期の収穫が大事です。霜にあたったサツマイモは腐敗や貯蔵性が劣ることから、初霜前には収穫を終
えるようにしましょう。晴天の日を選び、しばらく乾燥させてから貯蔵します。

茎葉ばかり生育して、イモが十分に育たない状態になります。主な発生要因としては①生育前期に曇雨天が続くこと、
②畑の水はけが悪いこと、③前作の肥料分が多く残っていること、④耐肥性の劣る品種を栽培することなどがありま
す。そのためにチッソ肥料を控えることが基本とされていますが、生育のために養分が少なくすむというのではなく、
反対にサツマイモの養水分の吸収力が強いために起こります。ツルの品質が低下したイモは、デンプンが少なく、粘
質で食味が劣ります。

ツルの品質が劣る要因ツルの品質が劣る要因

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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産
直
き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店
で
は
、
３
月

17
日
～
20
日
の
４
日
間
「
彼
岸
の
市
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
大
き
な
天
候
の
崩
れ
も

な
く
、
約
２
，２
０
０
人
の
来
店
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
店
頭
で
は
、
生
椎
茸
販
売
ま
た
、

店
内
で
は
彼
岸
用
の
花
卉
類
や
お
は
ぎ
・
桜

も
ち
な
ど
の
加
工
品
も
多
く
の
方
に
お
買
い

上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

管
内
の
野
菜
や
加
工
品
な
ど
を
消
費
者
の
皆

様
へ
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

産
直
き
ん
さ
い
市
場
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
日
時　
５
月
８
日
㈭　
９
時
～

○
母
の
日
イ
ベ
ン
ト　
ア
ジ
サ
イ
販
売

※
数
量
限
定
（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店

春
の「
彼
岸
の
市
」開
催

西部農林水産振興センターからのお知らせ

アスパラガス栽培に取り組んでみませんか？

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5614）

島根県では、水田で収益性の高い野菜づくり「水田園芸」を推進しています。
水田園芸では、今後も堅調な需要が見込まれ、機械化や省力化が可能なキャベツ、タマネギ、ブロッコリー、
白ネギ、アスパラガス、ミニトマトを推進６品目として掲げ、新規作付・規模拡大を支援しています。
アスパラガスは苗を定植した翌年から10年程度収穫することができ、主な栽培方法は以下のとおりです。ま
た、島根県では、土壌条件に左右されず、収穫時の腰への負担が軽減できる高畝栽培といった新しい技術を導
入して収量を上げる取り組みを進めています。ぜひ、アスパラガスの栽培を始めてみませんか。

アスパラガスの根は深根性で通気性と排水性の良い土壌を好みます。耕盤破壊、ほ場周囲の溝掘り、堆肥や土壌改
良資材の施用など排水対策を行いましょう。

●排水対策

きんさいトピックス

○主な栽培方法

【高畝栽培】
・収穫時の腰への負担軽減
・土壌条件に左右されない

【雨よけ栽培】
・施設栽培に比べ設備投資が少ない
・露地栽培で課題となる茎枯病を抑制

【露地栽培】
・必要な設備投資が少ない
・排水対策が不可欠

参考元：『農業技術大系』野菜編　第 8-2 巻

★水田園芸県推進６品目に取り組む際には、一定の要件を満たすことで県の補助事業や産地交付金等支援制度
の活用が可能です。
★「水田園芸推進の取り組み」や「県の補助事業」の詳しい情報は、HPからもご覧いただけます。

◯アスパラガスの栽培スケジュール（ハウス半促成栽培）
月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
２
年
目
～

×× ◇◇ ↑↑ ↑↑ ↑△ □□ □□ □□ □□ □□

×地上部刈り取り　◇畝焼印　 保温開始　■収穫　↑立茎　△摘心　□むだ芽の切除（または収穫）

刈り取り 保温開始 春芽収穫 立茎 摘心 夏芽収穫

島根県HP：https://www.pref.shimane.lg.jp/top.html

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2025年度 参加者募集

対　象 参加費

いわみ中央地区本部では、ＪＡの食農教育の一環として農業体験をとおして、次世代を担う地域の子どもたちや、子育て世
代に『食』と『農』の大切さについて理解を深めてもらうために『農業体験塾』を開催しています。

5/11日 田植え体験（浜田市 上府町）

８月 夏休みお楽しみ企画（いわみ中央地区本部）

９月 稲刈り体験（浜田市 上府町）

10月 柿の収穫体験（浜田市　三隅町）

12月 収穫祭（いわみ中央地区本部）

いわみ中央地区本部管内の
小学校に在籍する児童 無料（ただし、体験内容によりいただく場合があります。）

●お申込み：TEL.0855-22-0202
fureai.iwc@ja-shimane.gr.jp

住所・氏名・保護者氏名・参加者氏名・学年・
電話番号を送信ください。

JAしまねいわみ中央地区本部 企画総務部 ふれあい課（受付 8：45 ～ 17：00）土日祝日を除く

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾

●募集人数：50 名（児童・保護者含む）
●参 加 費：無料
お申込みいただいた
方へ詳細のご案内を
いたします。
※田植え体験以外の体験を希望される方は、今回ご登録

いただきましたら、都度ご案内いたします。

申込締切

5/2㊎令和
7年

令和７年GW『支店・事業所窓口』および『ATM』営業案内
店 舗 ・ A T M 5/2 ㈮ 5/3 ㈯ 5/4 ㈰ 5/5 ㈪ 5/6 ㈫
支店・事業所　各窓口

通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す

営業をお休みします

Ａ　
Ｔ　
Ｍ　
コ　
ー　
ナ　
ー

浜 田 支 店
9：00～ 17：00シティパルク浜田

浜 田 西 支 店
長 浜 Ａ Ｔ Ｍ 店 舗 休止します美 川 Ａ Ｔ Ｍ 店 舗
浜田東ＡＴＭ店舗 9：00～ 17：00
上 府 Ａ Ｔ Ｍ 店 舗 休止します
江 津 支 店 9：00～ 17：00A コ ー プ ご う つ
江 東 Ａ Ｔ Ｍ 店 舗 休止します
江津西ＡＴＭ店舗

9：00～ 17：00三 隅 支 店
虹のホールみすみ前
金 城 支 店
波 佐 Ａ Ｔ Ｍ 店 舗 休止します
雲 城 A Ｔ Ｍ 店 舗

9：00～ 17：00弥 栄 事 業 所
旭 事 業 所
市 木 Ａ Ｔ Ｍ 店 舗 休止します

【ご注意】当地区本部以外のJAしまねATMについては、ATMコーナーにより営業日、営業時間が異なります。詳しくはJAしまねホームページをご覧ください。

トラック市
営業終了の
お知らせ

令和５年４月に各営農経済センターの閉鎖に伴い生産資材の販売を廃止した地区(旧江津・三隅・弥栄・
旭)につきまして、月２回程度営業していましたトラック市を、利用者の減少に伴い令和７年４月から
の営業を終了といたしました。
今までご利用頂きました組合員の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願いいた
します。今後は、フリーダイヤル又は、あぐり店・営農経済渉外員へ連絡いただきますようお願いします。

資材注文センターフリーダイヤル 0120-489-937（よやくくださいな）

あぐり中央店 0855-22-8827／あぐり南店 0855-42-1409連絡先

いわみ中央地区本部　経済課

人事異動の
お知らせ

【退職】	 令和７年３月31日付
氏　　名 現部署・役職 職員区分 備　考
岩本　亜己 営農経済部　営農企画課 正 職 員 依 願 退 職
西村　香織 浜田支店 正 職 員 依 願 退 職

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



住宅ローン
マイカーローン

…ほか

JAしまね	いわみ中央統括支店ローンセンター〒697-0024	島根県浜田市黒川町3741

℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

ローン休日営業 開催中！
第２・第４土曜日開催！

受付時間／9：30～15：00
令和７年５月 10日・24日

©よりぞう

いわみ中央地区本部いわみ中央地区本部
１階浜田支店で１階浜田支店で
お待ちしております‼お待ちしております‼

年金相談会
５月16日㈮
弥栄事業所

14：00から18：00まで
５月23日㈮
江津支店

15：00から19：00まで

しまねびより５月号より、読者のみなさまからお寄せいただいた、写真や
お便りを紹介するコーナを開設します。身近にあった話題や紹介したいこ
となどをお寄せください。
お名前・ご年齢・ご住所・お電話番号をご記入ください。
※ご紹介させていただいた方には、ささやかな記念品をお送りします。
※写真やお便りは必ずご紹介できるとは限りません。またご返却は致し
かねますので了承ください。

【送り先】
〒697-0024　浜田市黒川町3741
JAしまねいわみ中央地区本部
ふれあい課『読者のコーナー』

新コーナー開設のお知らせ

１３日(火) 9時～14時 あぐり南店（金城）

阿刀の里（跡市）

13時～16時 江津西ATM店舗
１４日(水)

9時～12時

１９日(月)

波佐まちづくりｾﾝﾀｰ
ときわ会館 前

２８日(水) 9時～14時 Aコープみすみ

Aコープあさひ

２９日(木) 9時～12時

9時～14時 Aコープやさか

9時～14時２０日(火)

８日(木) 9時～14時 Aコープやさか

９日(金) 9時～14時 Aコープあさひ

１６日(金) 9時～12時 市木ATM店舗

１２日(月) 9時～14時 Aコープみすみ

メガネネ・ネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ ぞ

移動型店舗店長 狩野 昭弘

『移動型店舗

パリミキカー』
認定補聴器技能者 メガネ＆サングラス

300本～

＋

直通直通

令和7年 ５月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

運転用、読書用、パソコン用、遠近両用でも

メガネ一式

税込

１級 眼鏡作製技能士

誤（施肥例 １㎡当たり）→正（施肥例 １a 当たり）
肥料名 元　肥 備　考

苦土石灰 ８～ 12㎏
全面施肥完熟堆肥 50 ～ 100㎏

ようりん ４㎏

３月号のお詫びと訂正
広報誌「JAしまねびより」３月号において、
間違った表記がございました。
つきましては、下記のように訂正をさせてい
ただくとともに、ご迷惑をおかけしましたこと
を深くお詫び申し上げます。

「JAしまねびより」３月号 13ページ
ちょっと営農 !! 大豆栽培は難しい？

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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